
3端子レギュレータ冷却での実証実験
アルミ ヒートシンクでは
104℃まで上昇

Quantum Cool 
ヒートシンクでは
82℃ に留まる

使用した三端子レギュレータのスペック

アルミ ヒートシンク Quantum Cool 
ヒートシンク

熱電対による表面温度計測

ここではよく知られた三端子レギュレータ（NJM7805）を用いて実験を行った。一般に高い入力電圧
を必要な電圧に降圧する三端子レギュレータでは高い電圧の一部を熱に変換しながら出力電圧レベルを
安定化する回路方式（リニア方式、降圧するのでステップダウン・レギュレータとも呼応）を取ってい
る。そのため、一般には制御用パワー・トランジスタの入出力間の電位差で生じる熱（損失電力）を消
費している制御トランジスタを放熱する必要がある。事実、殆どの用途でヒートシンクが必須である。
具体的には損失電力とヒートシンクの面積との関係を用いて設計する（参考：改訂 オンボード電源の設
計と活用、鈴木 正太郎 著） 下式は、ジャンクション温度TJ とヒートシンクの熱抵抗Rth(s-a)との関係s
式の例である。

実験の例では、負荷抵抗に0.6A流した場合には3.6W
を、1Aの場合には７Wを放熱する必要があり、それ
ぞれの必要となる熱抵抗は7.1℃/Wから2.6℃/Wと
いうかなりの面積を有するアルミヒートシンクが必要
となる。実験による温度低減結果と右図の関係などか
ら、新技術は等価的に大幅な平板面積拡大を実現して
いると捉えることもできる。

新しいヒートシンク技術（Quantum Cool）で画期的な熱抵抗低減を実現

アルミの平板面積と熱抵抗

サーモグラフィによる観測

負荷抵抗

Quantum Cool 
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